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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

地域の農産物を積極的に活用し、地域に貢献する。

地域との関係を密にし、施設の存在意義を発信していく。

大田原市の魅力を発信していく。

＜成果＞

カフェで地元の農産物の販売や、加工商品の提供を年間を通

して行うことができた為、商品のリピートに繫がり、地元の

農産物の宣伝ができ、お互いの売り上げアップに繋げること

ができた。

「日本蜜蜂のフィナンシェ」においても、年間を通して販売

できたため、大田原ブランドが徐々に認知されている。

連携先の企業等の意見または評価

旧蜂巣小学校の木造校舎の外壁に2019年、日本蜜蜂が巣を作ったことから始まったこの事業。

そこから分蜂、採蜜まで携わらせていただきました。

この木造校舎は昭和7年に建築されたそうで、蜂巣という地名の由来もハチにまつわる伝説が多く

残っていると思います。

希少な日本蜜蜂のはちみつと地元の米粉を使用しているという事で、大田原ブランドにも認定さ

れ、魅力的な商品が出来上がったと思います。

これからも、この商品の販売継続や、魅力の発信に貢献させていただきたい。

連携先企業名 KAWAI蜜蜂倶楽部 担当者名 小川正順

電話番号 0287-54-2255 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

・地元の米農家さんの古代米を使用したランチの提供

・地元のお茶農家さんの紅茶をカフェにて提供

・地元の苺農家のイチゴを使用したフルーツサンドやスウィーツの提供

・地元の農家さんの団体と協力し、蜂巣小珈琲店にて農産物、加工品の販売、

　ワークショップを行った。

・地元の梨農家さんの梨を加工し、カフェにて提供

・日本みつばちを地元の養蜂家にお願いし、蜂蜜飼育し

　採蜜したものを「日本蜜蜂のフィナンシェ」として販売している

　「日本蜜蜂のフィナンシェ」は大田原ブランドにも認定された

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 hikari no café 蜂巣小珈琲店 事業所番号 911000347

住　所 栃木県大田原市蜂巣295 管理者名 川上　聖子

様式１


